
 
 

 
 
 
 
                                            
  

 

１１月１０日（日）にふるさと桑原ふれあい祭りがありました。保護者の方にも、多数ご参観いただき、ど

うもありがとうございました。今年度は、新たに後期課程において、桑原町の防災コーディネーターの指導の

もと、防災講話を行いました。それぞれの学年の活動の様子と感想を紹介します。 

◆ 牛とあそぼう １、２年生 

〇 搾乳体験、哺乳体験 

大井牧場、岐阜県酪農農業協同組合連合会の協力を得て、乳牛との触れ合い体験を行い

ました。哺乳体験、搾乳体験、聴診器で心臓の音を聞く体験活動を行い、命の尊さや食へ

の感謝の気持ちを実感することができました。 

【児童の感想より】 

 

 

 

◆ 昔の遊びを体験しよう ３年生 

 〇 大根鉄砲作り 

老人クラブの方にご協力をいただき、竹細工による昔のおもちゃや菜箸作りに取り組みました。

桑原町で収穫された大根を丁寧に水洗いし、捨ててしまうへたの部分を使って、大根の玉を作るこ

とで、昔のくらしの大変さや身近なもので工夫して遊ぶ知恵を考える機会となりました。 

【児童の感想より】 

 

 

 

◆ 高齢者疑似体験をして、接し方を考えよう  ４年生 

〇 高齢者疑似体験、車椅子体験、餅つき体験をしよう 

美輝苑の方をお招きし、高齢者疑似体験や車椅子体験に取り組みました。普段の生活で普

通にできることも高齢者は加齢によるやりにくさが加わることを、体験して学びました。 

また、スポーツ愛好会の方と一緒に餅つきを体験しました。 

【児童の感想より】 

 

 

 

◆ 環境・食を考えよう ５年生  

〇 五平餅作り  

10 月に刈り取った米を使い、老人クラブ婦人部の方の協力を得て、五平餅を作りました。炊い

たばかりのご飯を半つきにすることから始まり、形成、焼く、たれをつけることを教えていただき

ながら進めました。「焼き目が〇〇〇ぐらいついたら裏返してよ。」とか「米をつぶすときは、こう

するといいよ。」と実際に教えていただき、地域の方と話をしながら楽しく学ぶことができました。 

【児童の感想より】 

 

 

 

ふるさと桑原ふれあい祭り 地域とともに 

 

  羽島市立桑原学園 Ｎｏ．９ 

   令和元年１１月２９日 

 

平成２５年 ７月 ５日 

 

平成２２年１０月２６日 

自学 共生 鍛錬 合言葉 じぶんひとりでも，みんなとでも，がんばれる子 

 体験では、高齢者の車椅子と歩き方を教えてもらいました。歩いてみると、とても足が重かったし、ゴーグルで視界が見え
づらかったので、高齢者の方は、毎日こんなに歩くことが大変なことをはじめて知りました。 
 おじいちゃん、おばあちゃんが車椅子に乗るときになったら、今日やったみたいに助けてあげたいです。 

 今日「ふるさと桑原ふれあい祭り」がありました。その中で「関わる」とき、どんなことが大切なのかを改めて考えました。今ま
では、やさしく接するだけでよいと考えていたけれど、今回の五平餅作りを通して、やさしく接することだけでなく、相手を理解しよ
うとすることが大切なことだと感じました。それが本当のやさしさにつながることを学びました。 

 私が、一番楽しかったことは、フィンリーちゃんにミルクをあげたことです。フィンリーちゃんにミルクをあ
げたとき、おなかの音は人間とちがって、すごくドクドクしていました。メモリーちゃんのおちちはすごくあった
かかったです。1 日におちちを３０リットル出すことができることがすごいと思いました。 

 私は、大根てっぽうをはじめて見て作りました。ドリルを入れるのは、すべってしまって大変だったけれど、楽しかったです。そし
て、大根てっぽうの仕組みを知ったとき、驚きました。昔から伝わる遊びなのに、大根てっぽうの仕組みはとても計算してあり、
昔の人はあまり知恵がないと思っていたけれど、ちがいました。私は、ふれあい祭りを通して、いろいろなことを学びました。 



◆ 日本の伝統文化を学ぼう ６年生 

〇 しめ縄づくり体験 

ふるさと桑原ふれあい祭りでは、名人さんから教えていただきながら、しめ縄づくりを行いました。昔から農閑期に作

られ、受け継がれてきた技に触れることができて、先人の知恵やたくましさを学ぶことが

できました。 

【児童の感想より】 

 

 

 

 

 

◆ 桑原町の防災について考えよう ７、８、９年生 

 今年度は、地域の防災士コーディネーターの方をお招きして、防災について学びました。 

 災害の危険度の高い桑原町に住む一員として、防災の意識を高め、万が一の災害のとき

に、地区の要となって適切な行動がとれる力を身に付けることをねらいとしました。 

【生徒の感想より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 月の現段階での予定 １２月の現段階での予定 

１/7 日（火）冬休みあけ授業スタート 

       給食なし 

   8 日（水）実力テスト（7～9 年） 

 15 日（水）期末テスト（9 年） 

クラブ（4～6 年） 

 16 日（木）期末テスト（9 年） 

 22 日（水）委員会 

 29 日（水）クラブ（4～6 年）３年クラブ見学 

 30 日（木）希望懇談（9 年） 

       期末テスト範囲発表（７，8 年） 

 31 日（金）希望懇談（9 年） 

12/2 日（月） 交通安全指導 個人懇談（３年のみ） 

  3 日（火） 個人懇談（～５日） 

  5 日（木） スクールカウンセラー来校 

合唱指導（後期課程） 

  11 日（水）  交通安全指導 

        委員会 

  12 日（木） ひびきあい集会 

  14 日（土） リサイクル活動 

   16 日（月） 交通安全指導 

   18 日（水） 合唱祭 

  19 日（木） スクールカウンセラー来校 

     20 日（金） 交通安全指導 

     21 日（土） リサイクル活動予備日 

  24 日（火） 冬休み前集会（給食あり） 

 25 日（水） 家庭及び地域における体験的 

       な学習活動のための休業日 

       （～26 日） 

  27 日（金）～ 冬季休業日 

 稲をねじるのがすごく難しかったです。けれど、名人さんたちが「ここはこうするんだよ。」「もっ
とこうしたほうがいいよ。」「わかった？」とくわしくやってみせてくれて、とてもうまくしめ縄を作ること
ができました。初めは、「しめ縄なんてかんたん。」と思っていたけれど、やってみると難しかった
です。あんなにすらすらできる名人さんは、やっぱりすごいと思いました。 

 行政が備えをしてくれていることはわかっていたけれど、どのように備えをしてくれているのかが今日の活動からよく
わかった。備蓄倉庫には、様々なものが入っていることがわかったが、１、５日分しかないことも分かり、自分たちで
しっかりと備蓄しておくことも必要だと感じた。防災士の方がおしゃっていた「いざというときには中学生のみなさんが
仕切ってもらわなければならないかもしれない。」という言葉が印象に残っている。自分たちは助けてもらう側だと思
っていたけれど、自分から他の人たちのために動かなければならないのだとわかった。「誰かが助けてくれるだろ
う。」ではなく、自分から対策を考えて、備えをしていくようにしたい。 

 SNS の危険性について 
 大阪の児童連れ去り事件のような事案は、遠くの町の出

来事ではなくなりつつあります。SNS（ソーシャルネット

ワーキングサービス）は、同じ時間、同じ趣味や話題を時

間や場所を問わずに共有することができる便利なサービス

です。どこでもつながっていけますし、スマホで撮った写

真には、位置情報が記載されていることはご存じでしょう

か。匿名であっても、相手に住所等が知られてしまう可能

性があることや人間関係を悪くすることがあること、時間

を忘れてのめりこんでしまうことなどの危険性があること

を今一度、お子さんと一緒に話し合ってください。使い方

の再確認や家庭におけるルールづくり（知らない人とは交

信しない、リビングで行うなど）をお願いします。 

１２月３日（火）（３年生は、１２月２日か

ら）より、個人懇談が始まります。短い時間で

すが、夏休み以降におけるお子様のがんばりや

学校生活を中心にお話しさせていただきます。 

 後期課程では、進路についてもご相談させて

いただきます。 

 寒くなってきましたので、温かい格好でお越

しください。  

よろしくお願いいたします。 

個人懇談、よろしくお願いします。 


